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論文題目：変形性膝関節症患者における膝関節伸展運動時の疼痛と歩行能力の関連性 

 

変形性膝関節症（以下，膝 OA）に対する運動療法を施行する上で，膝関節運動時痛は，関節周

囲組織に何らかの機械的ストレスが加わることによって生じ，関節機能や身体能力に大きな影響

を与える．特に大腿四頭筋の筋収縮時に生じる疼痛は，非荷重位や荷重位などの様々な関節運動

条件下で起こり，筋力増強運動の阻害因子になり得る．また膝 OA 患者における大腿四頭筋の筋

力は，抗重力筋として体重を支持するだけでなく，歩行速度や疼痛の軽減にも関連することが報

告されており，重要な役割を担っていると考えられた．このような点から，大腿四頭筋の収縮に

伴う膝関節伸展運動時の疼痛は，膝関節機能や歩行能力低下と関連するのではないかという臨床

疑問を得た．そこで本博士論文では，膝 OA における運動時痛と歩行速度，歩行変動性の関連性

に注目した．そのうち歩行変動性については歩行周期時間の変動係数（Coefficient of variation 

value：以下，CV）の側面より調査した．運動時痛と歩行速度，歩行周期時間 CVの関係を明らか

にすることができれば，関節運動時痛の有無を調査することにより，膝 OA 患者の歩行能力を把

握することができ，歩行能力評価の有用な指標とできると考えた．さらに歩行は日常生活の基本

的な動作であることから，歩行能力の改善は ADLや QOL向上の一助となると考えた．  

第 1章では膝関節伸展運動時痛と，歩行能力のなかでも歩行速度に注目し，膝 OA患者における

膝関節伸展運動時痛と，歩行速度との関連性を明らかにすることを目的とした．膝 OA と診断さ

れた女性患者 31 名を対象とした．5m 歩行時間と関連する項目を調査した結果，5m 歩行時間と

患側伸展 ROM，患側伸展筋力，Quadriceps setting（以下，QS）の疼痛の有無，足踏み運動の疼

痛の有無の間に統計的に有意な相関関係を認めた．大腿四頭筋筋力は歩行速度と関連するという

報告に加え，QSと足踏み運動の疼痛の有無が歩行速度と関連することが示された．つまり単関節

運動における筋収縮時と，荷重下における関節運動時の疼痛が歩行に与える影響を注視する必要

があると考えられた． 

さらに第 2章では，歩行能力の歩行変動性の評価指標として，歩行周期時間 CVの特徴を明らか

にすることを目的として，膝 OA 患者と健常高齢者で歩行周期時間 CV を比較した．膝 OA と診

断された女性患者 24 名（膝 OA 群）と，地域在住の女性高齢者 12 名（健常群）を対象とした．

歩行周期時間 CV の測定は，先行研究を参考にトレッドミル歩行における 1 分間中の歩行周期時

間の CV を計測した．計測には 3 軸加速度計 TSND121（ATR-Promotions 社）を使用し，第 3

腰椎に固定した．2 群を比較した結果，歩行周期時間 CV は膝 OA 群が健常群より統計的に有意

に高値を示しており，膝 OA 患者の歩行変動が大きい傾向にあった．このことから歩行周期時間

CVの指標は，膝 OA患者の歩行能力を評価する一助となると考えられた． 

第 2章の研究により，膝 OA患者の歩行周期時間 CVは健常者と比べて有意に高値を示すことが




